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金 米 糖 の 形 態
横浜国大･工 戸 田 盛 和
1.金米糖
金米糖 (金平糖 )はよく知られているように,角 (ツノ)のある砂糖菓子である｡この名前
はもともとポル トガル語のConfeitosから来ているもので,1569年 (永禄 12年 ) 宣教師ルイ
ス ･フロイスが織田信長に贈ったのが伝来のはじめである｡英語のconfectionary(砂糖菓子屋 )
も同じ語源に属する｡












































回転 し,下からガスの遠火で加熱されている｡ ナベは70oC-100oC ぐらいに保たれる｡ 砂糖


















































東北大 ･通研 沢 田康 次 本 庄 春 雄
〔1〕序 ;1図(a)は高エネルギーでアクリル樹枝に一様に打ちこまれた電子が1点を接地した時
に,絶縁破壊を起しながら逃げる道すじとして作られたものであり, 1図rb)は毛管内に過飽和､
溶液から成長する樹枝状結晶の例である. この2つは一見全く異る形状をとる｡ 樹枝状結晶は
規則性があるが,絶縁破壊のパターンは規則的でないかに見える｡しかし化学ポテンシャルの
高い状態がその低い状態に解消して行く道すじ又は境界と云う意味では関係がある｡ 樹枝状結
晶の場合は,その規則性から,形を特徴づけるパラメーターは,その側枝の間隔であるが,絶
縁破壊のパターンの様に一見ランダムな形を特徴づけるパラメーターは存在するか｡又その様
なパラメーターは,非平衡現象の如何なる性質を反映しているか｡以上がこの研究の主題であ
る｡
〔2] 絶縁破壊パターン; 絶縁破壊のパターンを計算機シミュレーションした例が図2である｡
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